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伊
奈
森
太
郎
（
１
８
８
３
～
１
９
６
１
）

は
、
大
久
保
町
の
農
家
の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
、
26
歳
で
田
原
中
部
小
学
校
の
前
身

で
あ
る
、
田
原
尋
常
小
学
校
の
校
長
を
勤

め
ま
し
た
。
教
育
者
と
し
て
の
伊
奈
の
功

績
は
、
小
学
校
を
地
域
の
教
育
の
場
と
し

て
、
学
校
や
家
庭
、
地
域
住
民
に
ま
で
啓
発

や
指
導
に
あ
た
っ
た
こ
と
で
す
。
現
在
も

田
原
中
部
小
学
校
で
続
い
て
い
る
Ｐ
Ｔ
Ａ

紙
『
家
庭
と
学
校
』
は
、
伊
奈
の
在
任
中

は
、
ほ
と
ん
ど
彼
が
執
筆
し
ま
し
た
。
誰

が
読
ん
で
も
分
か
り
や
す
く
、
伊
奈
の
教

育
理
念
が
集
約
さ
れ
て
い
る
内
容
と
い
え

ま
す
。
ま
た
伊
奈
は
、
田
原
に
関
す
る
人

物
や
史
跡
の
紹
介
を
意
欲
的
に
進
め
、
郷

土
学
習
の
手
本
に
渡
辺
崋
山
を
模
範
的
人

物
と
し
て
勧
め
て
い
ま
す
。
田
原
中
部
小

学
校
の
崋
山
劇
で
知
ら
れ
て
い
る
「
立
志
」

は
、
伊
奈
が
脚
本
を
書
い
た
も
の
で
す
。

　

昭
和
６
年
に
退
職
し
た
伊
奈
は
、
愛
知

県
教
育
史

の
担
当
と

な
り
ま
し

た
。
愛
知

県
全
域
で

資
料
集
め

を
行
い
、

考
古
や
歴

史
、
民
俗
、

民
話
、
歴

史
、
美
術
の
分
野
の
調
査
成
果
を
報
告
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
伊
奈
の
多
方
面

に
お
よ
ぶ
文
化
財
の
造ぞ

う
け
い詣
の
深
さ
は
、
大

正
12
年
に
刊
行
し
た
『
渥
美
郡
史
』
の

編へ
ん
さ
ん纂
の
際
に
指
導
を
受
け
た
、
内
務
省
の

柴
田
常じ

ょ
う
え恵
か
ら
得
た
も
の
で
し
ょ
う
。
柴

田
は
戦
前
に
お
け
る
日
本
の
文
化
財
保
護

行
政
を
先
導
し
た
人
物
で
、
考
古
学
や
仏

教
史
、
郷
土
史
な
ど
に
も
研
究
成
果
を
残

し
て
い
ま
す
。

　

伊
奈
は
昭
和
20
年
、
愛
知
県
史
跡
名
勝

保
存
主
事
と
な
り
ま
し
た
。
愛
知
県
の
第

一
人
者
と
し
て
文
化
財
保
護
に
尽
力
し
た

伊
奈
森
太
郎
も
う
ひ
と
つ
の
顔

愛
知
県
の
文
化
財
保
護
の
星

伊
奈
。
文
化
財
保
護
な
ど
の
功
績
に
よ
り

愛
知
県
や
国
か
ら
も
多
く
の
表
彰
を
受
け

て
い
ま
す
が
、
吉
胡
貝
塚
の
国
の
発
掘
や

国
の
指
定
に
、
彼
の
力
が
大
き
く
働
い
て

い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

伊
奈
の
著
書
に
は
、
渡
辺
崋
山
、
岡

田
虎
二
郎
に
関
す
る
も
の
を
は
じ
め
、

『
名
古
屋
と
民
謡
』『
郷
土
民
謡
風
土
記
』

『
愛
知
県
現
存
若
い
者
文
献
集
』『
愛
知

県
地
方
の
古
歌
謡
』『
尾
張
の
祭
』『
三

河
の
お
祭
』
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
現
在

で
は
、
こ
の
よ
う
に
幅
広
い
分
野
に
明

る
い
研
究
者
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
文

化
財
保
護
の
功
績
が
田
原
で
語
ら
れ
る

こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
愛
知

県
の
文
化
財
保
護
の
歴
史
の
中
で
そ
の

功
績
は
光
り
輝
い
て
い
ま
す
。（

増
山
）　

▲昭和８年 伊奈森太郎が書いた  
　柴田常恵あての手紙

【
表
紙
の
写
真
】浜
松
モ
ザ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
世
界
博

▼
浜
松
モ
ザ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー

世
界
博
が
、
は
ま
ま
つ
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
で
11
月
23
日

（
月
・
祝
）
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
出
展
さ
れ
て
い
る
“
恋
人
の
聖

地
”
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
田
原
市
の
作
品

に
は
、
幸
せ
の
鐘
を
鳴
ら
そ
う
と
並

ぶ
人
の
列
が
・
・
・
。
鐘
の
音
が
響
き

わ
た
る
世
界
博
へ
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
足

を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
ね
。（
Ｏ
）

▲昭和26年 吉胡貝塚調査時の伊奈（前列右）
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